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未来共生学 2（97-110）
「利他」への計量社会学的アプローチ
　本稿の目的は、社会学における利他主義研究の経緯を
紹介し、利他行動に関連する計量社会学的研究の動向や
知見をレビューすることである。まずは、社会学におい
て「利他主義」というコンセプトが登場した歴史的な経
緯を振り返る。そして、社会学および周辺領域において、
「利他主義」の定義について様々な議論が展開されたこ
とにふれる。また、議論の過程の中で登場してきた「向
社会的行動」の1つとしての「ボランティア行動」を取
り上げ、国内外のボランティア行動研究の動向を紹介す
る。筆者がこれまで行ってきた計量社会学の視座からの
ボランティア行動研究の知見を示し、現代日本において
「誰がボランティアになるのか」について明らかになっ
ている知見を提示する。このような検討を通じて、ボラ
ンティア行動への計量研究からみえてきた領域横断的な
視点の重要性を指摘し、ボランティア行動研究、ひいて
は「利他」をめぐる研究の今後の課題について考察する。
三谷 はるよ
大阪大学大学院人間科学研究科助教
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図 1.  ボランティア行動の社会化プロセス
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分自身を高めたいという願いに重なり合うため、ボランティア行動を促進すると考えられ
る。さらに、神仏や先祖への感謝の気持ち、あるいは自己を超越した存在とのつながりの
感覚としての「無自覚の宗教性」（稲場 2011）は、他者との関係性を重要なものとして価
値づけ、それによってボランティア行動が促されていることが示唆される。 
 
2.4 社会化とボランティア行動 
	 以上のような研究を通じて、共感性や宗教的態度がボランティア行動に影響しているこ
とが見出された。しかしこれらは生得的なものではなく、ある社会環境（文化）の中で学
ばれている可能性がある。そしてボランティア行動もまた、学ばれている可能性がある。
このようなある社会集団にふさわしい態度や価値観や役割などを学習することを「社会化
（socialization）」と呼ぶ。この社会化の観点から導出されたのが、「過去に身を置いた社会
環境によってボランティアに必要な態度を内面化した結果、人はボランティアになる」と
いう「社会化仮説」である。この仮説についても、子どもの頃に他者を援助する大人が身
近にいた人（ex. Wuthnow 1995）や、他者援助を重視する学校教育を受けた人（ex. Sundeen 
and Raskoff  1994）は、ボランティアになりやすいといった結果が知られている。 
	 そこで三谷（2013）では、日本人のボランティア行動が、幼少期に接触した周囲の大人
（ロールモデル）や青年期に受けた学校教育によって学習されているのか、さらにそれら
の関連を共感性や宗教的態度が媒介しているのかについて検討した。分析には、「ボランテ
ィア活動と信仰に関する調査」（2013 年）のデータを用いた4。社会化要因として、「ロー
ルモデル（親・祖父母）」「ロールモデル（近所の人）」「父宗教参加」「母宗教参加」「利他
性教育」「宗教教育」の 6 つを用いた。分析手法として、構造方程式モデリングを用いた。 
	 分析結果は図 1 である。社会化要因のうち、現在のボランティア行動に有意な影響を与
えていたのは、「ロールモデル（近所の人）」と「母宗教参加」であった。そして、それぞ
れの関連を、共感性と宗教的態度が媒介していた。すなわち、「幼少期に他者を援助する近
所の人が身近にいた人は、現在共感性が高く、その結果ボランティア活動に参加しやすい」
ということ、そして「幼少期に母親が宗教参加していた人は、現在宗教参加し、加護観念
が強く、その結果ボランティア活動に参加しやすい」ということが明らかになった。	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未来の他者への返礼
被災地のリレーによる未来との共生
　本稿では、利他的な行動を受けた際に、当の相手に対
する返礼が事実上不可能である場合に、人々が行う未来
の他者への返礼について、被災地のリレーをキーワード
としながら事例をもとに考察した。被災地のリレーを介
した未来との共生について、サルトゥ＝ラジュの〈借り〉
の概念に言及し、そこで構想される社会について考察を
加え、〈借り〉の返済が返済者に及ぼす影響を検討した。
その結果、被災地のリレーを介した未来の他者との共生
について、2つのことが明らかになった。まず第１に、
被災地のリレーは、未来の他者、すなわち、新しい災害
における被災者への救援活動を促進する。第2に、リレー
を実施している側の復興過程が促進される。ただし、リ
レーを実施している側の復興については、まだ仮説に留
まる。被災地のリレーと、リレーの発信側の復興過程と
の関連に関する研究が待たれる。
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